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植物は生態系の基盤をなす重要な要素！

なぜ植物を調べるのか

光合成で有機物を生産

食物連鎖の基盤
多様な生息空間の提供

花粉や種子の運搬を動物に依存するなど、
他の生物と様々な繋がりをもつ
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○動くことができない
⇒環境の変化やその歴史を反映する

○たくさんの種類がある
⇒１種1種、好む環境が異なる

・・・環境変化をとらえる指標になる！

気候・土壌
水分・光条件

倒木や洪水などの
自然のかく乱

人間の伝統的管理

外来種の侵入

人為的な開発

管理放棄

なぜ植物を調べるのか

地域の植物相
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調査概要

目的
地域の植物相（地域内に生育する植物種のリスト）を長期的にモニタリング
することで、

開発や管理放棄による環境の変化や外来種の侵入の程度開発や管理放棄による環境の変化や外来種の侵入の程度

地域の生態系の特徴地域の生態系の特徴 などを把握する

調査頻度

月に１回
- 花の見られない時期（１２～１月ぐらい）は実施しなくてよい

調査方法

調査ルートと区間を設定

ルート上で確認された植物（草本）の種名などを記録
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STEP1～調査ルートを設定しよう～

調査ルートを決める
すでに自然観察会などで歩くルートがある場合はそれを活用

多様な景観タイプを含むようにする
できるだけ多くの植物種を記録できるように意識して設定する

調査ルートの目安は１～２km
ルートが長すぎると継続的な調査が困難に

◆景観タイプの例◆
・林内（落葉樹林、常緑樹林、針葉樹林、etc.）
・林縁
・水田（休耕田を含む）
・草地（畑、果樹園、耕作放棄地、牧草地、etc.）
・湿地（ヨシ原、池沼、ため池を含む）
・住宅地 など
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STEP２～区間を設定しよう～

A

BB

C

調査ルートを景観タイプごとにいくつかの区間に区切る

これにより区間ごとに変化をとらえることができる

区間数の目安は３～５。

厳密に景観や植生ごとに区切りすぎると調査が大変！！

区間分けの例：
A ）住宅地内の舗装道路
BB ）スギ人工林内
C ）林縁部と畑
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STEP３
～植物の名前を記録しよう～

調査対象
基本は草本植物

- 樹木より変化への反応が早い！

つぼみや花、実、胞子のついている種だけを記録
‐ これにより調査労力を減らし、同定の精度もあがる

同定が困難な種群（イネ科、スゲ属、シダ植物など）は、
あらかじめ調査対象からはずすこともできる

植栽されたことが明らかな園芸品種や野菜は記録しない

⇒これらを対象に、区間ごとに植物の種名を記録しよう。
調査を１年間続けることで、植物相（フロラ）植物相（フロラ）の記録が完成！
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植物の種名がわからないときは・・・

同定に自信がないときは種名の横に「？」を記入

同定不可能な種は「イネ科sp.」「アザミ属sp.」のよう

に記入

⇒後日写真や標本で同定する
※sp.・・・「●●の１種」の意

標本について

周囲にたくさんある植物なら採取可

採取する量は最小限にとどめる

図鑑で調べてもわからない場合は博物館などの

専門家に相談
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植物相（＝フロラ）記入のしかた～

★区間ごとに毎月、

・種名
・花、実の有無
・標本を採取したか
・その他備考

を記入する

★調査対象外にした
種群を忘れずに
記録する！
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STEP４～区間の環境を記録しよう～

年１回記録する

区間名、主な景観タイプ、特徴的な環境（例：湧水、水路、露
頭、舗装道路）、区間の環境概要、管理・人為的インパクト、
優占植物種 などを記録
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サイトごとの解析（下図）の他に、全国レベルの解析も行います

調査からわかること


